
PJ: .3 じ

月刊誉善巧寺報
〒344-0 0 3 2埼玉県春日部市備後東4丁目1番17号

T E L  0 4 8 ( 7 3 4 ) 7 6 6 0 榎本明覚

●イチゴノキ●

イチゴノキという名前から食用に用いられる苺と混同されることがありますが、バラ科の苺に

対し、イチゴノキはツツジ科に属する常緑の木本植物です。

花は 1 1 月から 1 2 月頃が盛りです。又、晩秋に熟す果実は食すことが出来、主にジャムや果実酒

に用いられます。

イタリアでは 1 9 世 紀に、イチゴノキ ( ストロベリーツリー ) が国民的シンボルのーつとして見

なされ始め、現在では国の木として認識されています。

花 ～イチゴノキ～

目
椅
揖
揖
1
9
目
目
椅
廿
椅
扁
撻
何
員
_
一
踵
日
一
一
圧

併
u
『
椅
何
何
何
詞
』
9
9
何
何
一
村
何
扁
一
1
2
何
何
詞
拉
何
鍵
9
1
惧
何
詞
』
:
何
何
員
』
9
9
詞
一

祠
』
1
1
何
u
『
何
u
『
橙
日
扁
拉
日
何
何
何
何
u
旦
1
9
何
何
詞
』
1
1
詞
』
:
何
惧
何
u
『
橙
h
何
祠
拉
何
一
一

号
覚

軍
二
〇
二
一
年
十
二
月
一
日
直



定
例
法
座
惰
一
H

◎
十
二
月
十
一
日
(
土
)
午
後
二
時

～
三
時
半

於
善
巧
寺
法
輪
会
館

[ 2 0 2 工 ( 令 和 3 ) 年 工 2 月 号 通 刊 5 6 5 号 ]

「
仏
の
は
な
し
を
聞
く
」

親
鸞
聖
人
は
『
教
行
信
証
』
(
教
巻
)
の
冒

頭
に
『
浄
土
真
宗
』
と
は
い
か
な
る
宗
教
な

の
か
を
は
っ
き
り
と
述
べ
ら
れ
ま
す
。

「
つ
つ
し
ん
で
浄
土
真
宗
を
案
ず
る
に
、

一
種
の
回
向
あ
り
。
一
つ
に
は
往
相
(
未
だ

成
仏
し
て
い
な
い
者
が
お
浄
土
に
参
っ
て

成
仏
す
る
、
往
く
道
程
)
、
二
つ
に
は
還
相
(
浄

土
に
往
生
し
速
や
か
に
仏
と
な
っ
た
考
が

報

戻
っ
て
き
て
迷
い
の
衆
生
を
安
穏
〈
と
導

寺

く
、
還
っ
て
く
る
道
程
)
な
り
」

こ
の
往
相
回
向
・
還
相
回
向
の
い
ず
れ
も

阿
弥
陀
如
来
の
お
力
に
依
る
の
で
こ
れ
を

番

「
他
力
回
向
」
と
言
い
、
す
べ
て
仏
の
働
き

か
け
に
依
る
も
の
で
あ
る
と
言
う
の
で
す
。

刊

逆
に
言
え
ば
、
凡
失
の
煩
悩
が
混
じ
ら
な
い
、

月

清
浄
な
悟
り
、
平
等
の
智
慧
か
ら
現
れ
る
大

慈
悲
の
働
き
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
は

今
生
の
命
尽
き
れ
ば
必
ず
極
楽
浄
土
に
往

生
す
る
事
を
得
て
心
安
ら
か
で
智
慧
と
慈

悲
に
満
ち
た
仏
と
成
る
事
が
出
来
る
の
で

す
。
さ
ら
に
還
相
回
向
の
ご
利
益
に
よ
っ
て

o
成
仏
後
は
こ
の
世
に
ま
た
戻
っ
て
来
て
惑

、
グ
人
々
を
救
う
働
き
を
す
る
わ
け
で
す
。
こ

れ
ら
全
て
戸
'
間
違
い
だ
ら
け
、
迷
い
の
私
を

安
ら
か
に
歩
覆
た
い
と
至
心
に
考
え
ら
れ

た
阿
弥
陀
如
来
の
清
浄
心
が
成
し
た
も
う

事
で
す
の
で
、
安
心
し
て
そ
の
雨
山
の
ご
恩

に
報
謝
す
る
生
活
を
、
こ
の
娑
婆
に
い
な
が

ら
に
し
て
営
む
事
が
出
来
る
の
で
す
。

浄
土
真
宗
の
お
話
は
、
仏
さ
ま
の
お
話
。

私
ど
も
の
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
が
お
念

仏
を
信
じ
る
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仏
さ
ま

が
私
を
お
救
い
下
さ
る
と
い
う
話
な
の
で

す
。
私
が
私
の
心
を
整
え
て
い
く
ハ
ウ
ツ
ー

の
話
で
は
な
く
、
仏
さ
ま
が
私
の
こ
と
を
こ

の
上
な
く
大
切
な
存
在
と
思
い
心
砕
い
て

下
さ
る
と
い
う
話
な
の
で
す
。
今
回
は
、
深

川
倫
雄
和
上
の
ご
法
話
ビ
デ
オ
を
拝
聴
致

し
ま
す
。
本
年
最
後
の
ミ
ニ
ミ
ニ
バ
ザ
ー
も

行
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
参
拝
下
さ
い
。

み
ほ
と
け
会
月
例
会

・
兼
・
N
ロ
ロ
ヨ
ミ
ー
テ
ィ
ブ
ブ
誉

み
ほ
と
け
会
で
は
感
染
対
策
の
た
め

引
き
続
き
、
N
O
〇
互
を
用
い
た
イ
ン
ク

I
ネ
ッ
ト
法
話
会
を
開
催
中
で
す
。

年
明
け
一
月
六
日
、
二
十
日
は
、
ゲ
ス

ト

に

鎌

倉

市

山

口

依

乗

師

を

お

迎

え
し
て
親
鸞
聖
人
の
ご
和
讃
に
つ
い
て

お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽

に
ご
参
加
下
さ
い
。

開
催
日
時
は
、

毎
月
第
一
木
曜
月
第
三
木
曜
日

弁
律
八
時
開
浦
一
・
凡
時
半
終
了

参
加
ご
叛
望
の
方
は
、

』
の
曲
邑
の
峠
⑬
暦
ヨ
0
3
一
[
o
o
ヨま
て

メ
ト
ル
音
l
お
願
い
し
ま
す
。
開
催
当
日

夕
方
に
招
待
メ
ー
ル
を
返
信
い
た
し
ま

す
の
で
、
開
催
場
所
口
叩
r
を
ク
リ
ッ
ク
、

パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力
し
て
ご
入
室
下
さ
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除
夜
会

～
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
～

◎
日
時

大
晦
日

午

後

四

時

～

四

時

半

善
巧
寺
本
堂

◎
場
所

◎
内
容

・
勤
行
『
般
舟
讃
(
は
ん
じ
ゅ
さ
ん
)
』

・
一
口
法
話

元
日
午
前
ゝ
寺
～
目
ノ
門
ロ

善
3
5
寺
本
堂

◎
日
時

◎
場
所

◎
内
容

勤
行
『
正
傳
急
仮
偶
(
六
首
引
)
』

・
御
文
章
拝
塗
・
一
口
法
話

今
年
も
コ
ロ
ナ
に
翻
弄
さ
れ
、
仕
事
も

生
活
も
思
い
通
り
に
行
か
な
い
事
が

報

多
い
一
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
最
後
は

境
内
に
リ
サ
イ
ク
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
を
灯

寺

し
感
謝
と
共
に
締
め
く
く
り
ま
す
。

番

※
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は
キ
ャ
ン
ド
ル

ナ
イ
ト
を
中
止
す
る
場
合
も
ご
ざ
い

刊

ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
下
さ
い
。

月

※
一
月
三
日
沫
:
、
叉
』
三
が
日
法
要
と
し

て
、
午
前
八
時
よ
山
へ
お
勤
め
い
た
し
ま

す
。
三
日
皆
勤
の
方
に
は
、
豪
華
粗
品

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。
暖
か
く

し
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

秦
秦
春
日
部
だ
よ
り
命
令

⑪
今
年
も
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
感

染
状
況
も
第
五
波
以
降
は
ぐ
ん
と
改
善
、
穏

や
か
な
年
の
瀬
に
な
る
か
と
思
い
き
や
、
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
と
い
う
新
し
い
変
異
ウ
イ
ル

ス
が
出
現
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
現
時
点
で

は
重
症
化
率
な
ど
ま
た
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

今
ま
で
通
り
の
感
染
対
策
苦
緩
み
な
く
と

っ
て
い
く
し
か
な
い
で
し
ょ
う
。
マ
ス
ク
手

洗
い
換
気
、
寒
く
な
っ
て
き
ま
』
た
が
換
気

は
こ
ま
め
に
い
た
」
七
菅
し
ょ
う
。
ど
う
ぞ
ご

自
愛
下
さ
い
ま
茎
看
"

⑬
本
年
五
月
十
「
臼
.
十
一
月
十
一
日
に
開

催
い
た
し
ま
し
た
ミ
一
一
ミ
|
 
|
バ
ザ
ー
の
売

り
上
げ
は
合
計
一
万
三
千
ム
百
円
と
な
り

ま
し
た
。
全
額
、
終
末
期
驀
和
ケ
ア
活
動
(
東

京
ビ
ハ
ー
ラ
)
並
び
に
仏
紋
県
人
会
連
盟
へ

送
金
い
た
し
躰
尿
し
た
。
ま
た
子
供
た
ち
の
笑

顔
の
た
幼
犯
募
金
締
に
は
三
千
八
百
六
十

円
が
集
ま
勾
ま
し
た
。
こ
の
募
金
は
、
国
内

の
子
供
食
堂
活
動
へ
の
援
助
、
ネ
パ
ー
ル
の

学
校
設
備
工
事
、
刀
〇
の
導
入
な
ど
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
。


